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自己点検と評価の内容 

                                 

 

 

 

評価の時期  

総合評価 年１回（３月） 

項目評価 随時実施 

 

A：達成している  

B：ほぼ達成している  

C：どちらとも言えない  

D：取組を検討中  

E：改善が必要 

 

 

１．教育の理念・目標 

 １ 教育理念は定められているか A 

 ２ 教育目標は定められているか A 

 ３ 学校の特色を活かした教育が行われているか A 

 ４ 教育理念・目標に基づく教育が行われているか A 

 ５ 教育理念・目標は社会のニーズに合致しているか A 

 ６ 日本語教育機関の名称として適当なものであるか A 

 

２．学校運営 

 １ 運営体制が日本語教育機関の告示基準を満たしているか A 

 ２ 運営方針は定められているか A 

 ３ 定められた事業計画に沿って運営はなされているか A 

 ４ 運営組織や意思決定機関は確立され、効率的なものになっているか A 

 ５ 人事や財務管理に関する規程は整備され、意思決定機能は確立されているか A 

 ６ 情報システム化等による業務の効率化が図られているか A 

 ７ 学校運営を客観的に評価し、維持向上させる機能が整備されているか A 

 ８ 危機管理体制は整備されているか A 

 ９ コンプライアンス体制は整備されているか A 

特記事項（現状・課題・取り組み・要望等） 

達成できている。 
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１０ 施設・設備は教育上の必要性及び学生の安全確保に十分対応できるよう法令 A 

   に基づき整備されているか  

 

３．教育活動 

 １ 教育理念に沿った教育課程が体系的に編成されているか A 

 ２ 教育理念・目標が教職員間で正しく共有されているか A 

 ３ 教育の質を向上させるための取り組みの確立がなされているか A 

 ４ 教員の能力・指導力を向上させるための取り組みが確立されているか A 

 ５ 生徒に対する各種評価の判定基準は明確に確立され、適切に運用されているか A 

 ６ 教職員評価を適切に行っているか A 

 

４．学修成果 

 １ カリキュラムは体系的に編成されているか A 

 ２ 適正な授業評価の実施・評価体制は整っているか A 

 ３ 生徒の日本語能力の向上に向け授業を行うことができる要件・資質を備えた A 

教員を確保しているか  

 ４ 成績評価は適正に行われているか A 

 ５ 生徒の目標・進路を教職員が明確かつ適切に把握しているか A 

 ６ 各種日本語検定試験の認定率向上のための指導体制は整っているか A 

 

５．生徒支援 

 １ 学習・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか A 

 ２ 生活相談・生活指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか A 

特記事項（現状・課題・取り組み・要望等） 

現地日本語学校に学生及び経費支弁者の調査を十分するよう協力を依頼している。 

今後、募集対象国を無理のない範囲で増やしていく予定である。 

特記事項（現状・課題・取り組み・要望等） 

登録日本語教員への登録をすすめている。 

次年度、日本語教育振興協会が行う日本語教師【中堅】研修にて教員研修を行う予定で

ある。 

 

特記事項（現状・課題・取り組み・要望等） 

達成できている。 
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 ３ 心身の健康管理・怪我・病気をサポートする体制があり有効に機能しているか A 

 ４ 防火・防災・緊急時の災害等をサポートする体制が有り有効に機能しているか A 

 ５ 学生寮等生活環境への支援があり有効に機能しているか A 

 ６ 保護者とは適切に連携しているか A 

 ７ 卒業生への支援体制は整備されているか A 

 ８ 入国・在留資格関係の管理・指導が適切に行われているか A 

 ９ 日本社会・日本文化を理解するための支援が適切に行われているか A 

１０ 地域社会における慣習を理解するための支援が適切に行われているか A 

１１ 日本国の法令を遵守させる指導を行っているか A 

１２ 最新の学生情報を常に把握しているか A 

 

６．教育環境 

 １ 学校の施設設備が安全かつ効率的に整備されているか A 

 ２ 必要な設備は十分に確保されているか A 

 ３ 教材は時節に応じた適切な教材を使用しているか A 

 ４ 学習効率に応じた教材を使用しているか A 

 ５ 学内環境は効率的な学習を行うのに対応できているか A 

 ６ 学内は清潔かつ不要な騒音の発生が無いように整備されているか A 

 

７．入学者の募集 

 １ 学生の受入方針は適切に定められているか A 

 ２ 学生の募集活動は適切に行われているか A 

 ３ 学生募集活動において、学校情報・教育成果は正確に伝えられているか A 

 ４ 入学金・授業料等の設定は適切に行われているか A 

 ５ 入学選考は適正かつ公平な基準に基づき行われているか A 

 ６ 適正な定員設定及び在籍者数になっているか A 

 

特記事項（現状・課題・取り組み・要望等） 

達成できている。 

特記事項（現状・課題・取り組み・要望等） 

達成できている。 

特記事項（現状・課題・取り組み・要望等） 

達成できている。 
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８．財務 

 １ 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか A 

 ２ 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか A 

 ３ 財務について会計監査は適切に行われているか A 

 ４ 財務情報公開の体制整備は適切に整っているか A 

 ５ 単年、３年、５年、１０年の財務計画が生徒数の予測推移、社会動向に適合 A 

する形で計画されているか。また、随時変更・修正が加味されているか  

 

９．法令順守 

 １ 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか A 

 ２ 出入国管理及び難民認定法令の遵守と適切な運営がなされているか A 

 ３ 日本国の各種関係法令等の遵守と適切な運営がなされているか A 

 ４ 個人情報に関し、その保護のための対策及び取組が適切になされているか A 

 ５ 関係省庁への定期報告を遅滞なく実施しているか A 

 ６ 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか A 

 ７ 自己点検・自己評価の公開を適正に行っているか A 

 

１０．地域貢献・社会貢献 

 １ 学校の教育資源や施設を活用した地域貢献・社会貢献を行っているか A 

 ２ 生徒のボランティア活動を奨励・支援しているか A 

 ３ 学内外の公開講座等の実施の取組を行っているか A 

 ４ 生徒と地域住民の文化交流は適正に行われているか A 

 ※実施体制  

・担当者が随時項目評価を行い、毎年３月に自己評価実施委員会を設置して全学校的立場から総合評価を行う。 

・結果についてはできるだけ速やかにＨＰ上で公表する。 

特記事項（現状・課題・取り組み・要望等） 

運営者を学校法人化し外部の理事、評議員を加えて経営の透明性を担保している。 

特記事項（現状・課題・取り組み・要望等） 

自己点検等はＨＰ（https://www.miharanihongo.online）上で公表している。 

特記事項（現状・課題・取り組み・要望等） 

・「北方国際交流グラウンドゴルフ大会」「北方ふるさと夏祭り」「ほんごう国際交流協会グラ

ウンドゴルフ大会」「沼田ほんごう夏祭り」「なしわラボ 草刈り・清掃活動」など従来の地域

の行事やボランティア活動に加えて、寮がある地域の清掃活動などにも積極的に参加した。 

・本郷国際交流協会が主催する公開市民講座に学生が講師として招かれた。 

・次年度は盆踊り保存会に参加する予定である。 

 


